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研究成果の概要：本研究はイギリス植民地から中国という社会的構造の変化は、言語活動にど

のような影響を与えたのかを、ミックスコード（中国語と英語の混合語）を中心に、分析した。

特に、大きな社会変化を経た香港人の、広東語、英語、普通話それぞれに対する心理的態度を

明らかにし、ミックスコードへの意識変化の可能性を追求して、その意義と役割について考察

した。 
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１．研究開始当初の背景 
当時、香港では英語と中国語の混合語が、

行政側によって不当に評価されていると感
じられた。例えば、1990 年にＥＣＲ４（教育
統籌委員会第４号報告書）で、英語を教育媒
体とする英文中学が全体の９割から３割に
減らす提案がなされたが、その理由として問
題になったのが、英文中学で教育媒体として
英語だけが原則であるのにミックスコード
で行われることが多いという現実であった。
そして中途半端な教育媒体のために香港の
学生の英語力と学力が低下するという見解
が示された。 
Gibbons(1983)は、香港人の言語態度につ

いて、心理学的実験を行った。大学生に、同
一話者が、英語と広東語と広英混合語それぞ
れで録音した声を聞かせて、その話者の印象
を測るという実験をした。その結果「広英混
合語の話者はステイタスがあり、ファッショ
ナブルだが、中国的な謙そんの精神に欠け、
傲慢で、感じが悪い。」というイメージにな
った。 

しかし、ミックスコードは本当に問題なの
か、むしろ、香港人の自然なコミュニケーシ
ョンコードではないのか、という疑問が生じ
た。従って、本研究ではミックスコードがい
かに自然に香港の言語活動になじみ、機能的
に意義を持って様々な場面で使用され、好意
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を持たれているかという実態を示そうと試
みた。 
 

２．研究の目的 
本研究の目的は、香港人の言語活動に見ら

れるミックスコード（広東語/中国語と英語
の混合語）に着目し、そのメカニズムとそれ
に対する言語態度を分析することにより、ポ
ストコロニアルの香港の言語状況の一端を
明らかにすることである。 
研究内容は二つに大別される。第一に、現

代の言語活動（特に書き言葉）の諸相を考察
する。特にミックスコードを中心に、イギリ
ス植民地から中国という社会的構造の変化
は、言語活動にどのような影響を与えたのか
を分析する。第二に、大きな社会変化を経た
香港人の、広東語（母語）、英語（かつての
統治者の言語、今なお公用語）、普通話（回
帰した中国の共通語、書き言葉としての公用
語）それぞれに対する心理的態度を明らかに
しつつ、中でも特にミックスコードへの意識
変化の可能性を追求する。 
 
３．研究の方法 
(1) ミックスコードの分析 
本研究は、ミックスコード（中国語と英語

の混合語、以下 MIX と略記する）を中心に、
イギリス植民地から中国という社会的構造
の変化は、言語活動（特に書き言葉）にどの
ような影響を与えたのかを分析する。まず、
香港の言語、社会に関連する書籍と雑誌を収
集する。特に（一般的に広く読まれている）
大衆的な雑誌と中国語新聞を分析対象とす
る。 
 
(2) 言語態度の分析 
大きな社会変化を経た香港人の、広東語、

英語、普通話それぞれに対する心理的態度を
明らかにする。中でも特に MIX への意識変化
の可能性を追求する。返還後の香港人の、広
東語、英語、普通話それぞれに対する心理的
態度について、香港人にインタビューを行う。
また、それぞれについて質問紙調査を行う。 
 
(3) 言語教育の変化の分析 
インタビューより「返還後社会と言語に関

する最大の変化は学校教育だ」という新しい
知見を得た。そこで、学校教育において、広
東語、英語、普通話がどのように教えられて
いるかを明らかにする。香港の学校を訪問し
て参観してビデオ撮影し、教師へのインタビ
ューを行う。 
４．研究成果 
(1) MIX の分析に関して 
 新聞や広告を資料として MIXの意義や語用
論的意義を Luke（1998）と Li（2003）の分
類に基づいて分析した。 

① Luke(1998) の 分 類 は 空 所 を 埋 め る
「expedient(方便的)mixing」と特にと教養
や 西 洋 ら し さ を 見 せ よ う と す る
「orientational (目的志向的) mixing」の
二つがある。 
方便的 mixing は、例えば、「pizza」、

「program」など、低広東語（広東語の口語）
にない語を補うことが主たる動機である。 
一方「billiard」「husband」が使われる場合
は、低広東語に相当語があるので、目的志向
的 mixing である。Luke(1998)の分析は空所
を埋める方便的 mixing の場合には、新概念
を補うためなのだから必然的な言語行為で
ある。目的志向的 mixing」の場合には特に
と教養や西洋らしさを見せようとする特別
な目的がある。 
 
②Li(2003)は、MIX をコミュニケーションの
機能によって、婉曲、一般化（特殊化）、シ
ャレ、経済（節約）の 4 種にわけている。 
 
 婉曲は広東語で言うと憚られる表現に英
語を用いる婉曲語法である。例えば、「bra」
の相当する広東語は「胸單(hung1 zaau3)」「乳
單(jyu5 zaau3)」などいくつかあるが、英語
を使うことによって、露骨さを避けた表現に
変わっている。 
 一般性と特殊性とは、ある英語表現が、

それに意味が近い広東語の同義語よりも、一
般的であるか、或いは特殊であるかによって、
使用されることである。例えば、広東語はフ
ァンを「迷(mai4)」という音節形態で表すが、
英語と違い、どんなファンなのかを「歌迷」
や「球迷」と前置修飾によって明確にする必
要がある。しかし「fan」を使うと、「迷」よ
り一般的な意味を持つので便利な解決法に
なる。 
しゃれは英語を中国語/広東語にmixing す

る中で、その言葉に二重の意味を持たせる語
法である： 
星光 閃閃 有得 FUN  
（あなたと楽しんで分かち合うきらめく星の光） 

上の例は「fun」が英語の「楽しさ」と広東
語の「分（分ける）」をかけた例である。 
経済（節約）は英語での表現が、広東語の

相当語よりも簡潔なので使用する語法であ
る。例えば「check in」はホテルでは「辦理
入住手續」、空港では「辦理登機手續」とい
う広東語になる。これを、「check in」とい
う英語にした方がずっと簡潔である。 
 
・Luke (1998)と Li(2002)の違い 
Luke(1998)の空所を埋める方便 mixingは、

広東語にない場合に英語を使っているのだ
から必然的である。目的志向的 mixing には
教養や西洋らしさを見せようとする動機が
ある。 



しかし、Li(2002)は、MIX が必然的である
わけでもなく「教養や西洋らしさを見せる」
という特別なものでもなくて、もっと日常的
で自然なコミュニケーションの手法として
捉えている。 
このように、Luke と Li では、MIX 観に明

らかな違いがあることに気付いた。 
 従って、この二つの分類のうちどちらが妥
当であるか、それを確かめるには、香港の若
い世代のMIX観を質問紙によって探る必要が
あるという結論に達した。 
 
 (2)言語態度に関して 
 2009年3月に香港の基督教宣導会宣基中学
（中文中学）にて行われた質問紙調査の結果
は次のようなものであった： 
 被験者は、平均年齢 13.5 歳、113 人 
（男子 48 人、女子 64 人、不明 1人）。 
 両親の年齢は父親 44.8 歳、母親 40.8 歳。 
  
言語能力の順位は表１の通りである・ 
 
表１：言語能力 

       英語 普通話 広東語    
話す    ３  ２   １     
 聞く    ３  ２   １     
      英語   中国語      
 書く    ２    １       
 読む    ２    １       
 
 香港の学校教育において普通話の学習時
間は、英語に比べて 4分の１以下（英語が週
８コマなら、普通話２コマ）であるにもかか
わらず、英語よりも能力が高いのは意外な結
果である。同じ中国語だというのがその理由
だろう。 
 
① 社会における活力 

英語、普通話、広東語それぞれの活力に関
する質問は Giles et al.(1977)のＥＶ理論
(Ethnolinguistic Vitality Theory：民族言
語的活力理論)を枠組として、社会言語学的
８つの項目における活力を測ったものであ
る。各言語の活力の順位は次の通りである。 
 
表２：香港における EV  
         英語  普通話  広東語 
香港内で   １   ２    １ 
国際的に   １   ２    ３ 
メディア   ２   ３    １ 
学校     ２   ３    １ 
ビジネス   １   ３    ２ 
宗教     ２   ３    １ 
公共機関   １   ２    １ 
将来     １   ２    ３  
    
 英語は香港内、国際、ビジネス、そして将

来にわたっても、最も活力ある言語と考えら
れている。他方、広東語は香港内で英語と同
等、そしてメディア（テレビ）、学校、宗教
面で最も活力ある言語である。普通話は、国
際的と将来においては、活力が広東語に優っ
ている。 
 次に主成分分析結果を表３に示す。 
 
表３：香港における EV の主成分分析結果 
固有値  4.341    3.313     2.441 
寄与率    16.1     11.6       9.0 
累積寄与率 16.1      27.7      36.7        
変数 第 1主成分 第 2主成分 第 3主成分 
香港内で ＋英語  ＋普通話 
国際的に ＋英語 
     ＋普通話  
               ＋広東語 
メディア      ＋英語 
          ＋普通話 
          －広東語 
学校   ＋広東語 
ビジネス ＋英語  ＋普通話 
宗教        ＋英語 
          ＋普通話 
     ＋広東語 －広東語 
公共機関           ＋広東語 
将来             ＋広東語 
                      
注：+ 、－と言語名は、その数値が 0.4 以上
である言語であることを示している。 
 第 1 主成分は、国内、国際社会、ビジネス
社会という公の世界での英語や普通話の重
要性と、学校や宗教場面という被験者にとっ
て身近な場面での広東語の重要性を表す成
分であると解釈できる。 
 第２主成分は、メディア（テレビなど）と
宗教場面で広東語の使用と、香港社会、メデ
ィア、ビジネス、宗教場面で英語と普通話の
使用が逆の傾向を示す成分だと思われる。 
 第 3 主成分は、国際、公共機関、将来にお
いて広東語使用が同じ傾向を示す成分だと
考えられる。 
 以上より、香港内、国際、ビジネスで重要
な英語と、学校、宗教面、そしてテレビの言
語として活力ある広東語という地位の傾向
が読み取れる。普通話の国際的価値も十分に
認識されている。 
③自分にとっての重要性 

自分にとっての重要性に関しては、Allard 
& Landry(1994)の枠組みに基づいている。 

 
・広東語、英語、普通話の順番である質問項
目は次の６項目だった。 
「すべての公的サービスはこの言語で与え
られるべきである」 
「仕事上、この言語を高度に使えるようにな
りたい」 



「この言語はいい感じである」 
「この言語が学校の教育の媒体になるべき
である」 
「この言語を使えないと香港では不便」 
「劇や映画をこの言語で見るのが好きだ」 
⇒自分の生活に密着した言語の順番である
と言える。 
 
・広東語、普通話、英語の順 
「この言語で話すとき自然で快適である」 
⇒自分の言語能力が高い順番である。言うま
でもなく広東語が断然トップだが、英語より
普通話の方が自然に話せる。 
 
・英語、普通話、広東語の順番 
「就職するにはこの言語がよくできなくて
はならない」 
「香港の繁栄に決定要素となる言語である」 
「この言語は教養人の印である」 
「この言語は香港以外の人々との交流に役
立つ」 
⇒国際ビジネスの中心である香港で役立つ
言語はこの順番だと考えられる。 
 
・英語、広東語、普通話の順 
「子供がこの言語を学ぶのは大切である」 
 
 以上より、香港人にとって広東語を母語と
して生活しながら、社会生活では英語を最重
要と考え、身につけて仕事に生かそうとする
姿勢が見られる。そして、普通話は返還後英
語を凌駕するような地位を獲得してはいな
いことが分かった。 
 
② MIX に対する態度 
 ここでは、香港人が MIX に対していかなる
態度を持っているかを測定した。下線が最も
多い回答である。 
[イメージについて] 
「MIX を話しているのを聞くといい感じであ
る」 
非常に賛成  23.9(%) 賛成      58.4 
反対         16.8  非常に反対    0.9 
 
「MIX は教養人の印である」 
非常に賛成  2.7 (%)  賛成      32.7 

反対      48.7    非常に反対   15.9 
 
「MIX は香港でのきわめて普通の話し方であ
る」 
非常に賛成  72.6(%)   賛成    25.7 
反対          1.8   非常に反対    0.0 
 
「MIX を話す大人はちょっと傲慢に見える」 
非常に賛成  11.6(%)   賛成      34.8 
反対         42.0   非常に反対   11.6 
 

⇒MIX は、Gibbons(1983)のように、西洋かぶ
れや傲慢な感じではなくて、今や、きわめて
普通の話し方であると認識されていること
が分かった。 
 
[MIX の広告について] 
「MIX の広告はかっこいい」 
非常に賛成  17.7(%)   賛成      41.6 
反対         37.2   非常に反対    3.5 
 
「この広告を見たらこのコンサートに行き
たい気持ちになる」 
非常に賛成  16.8(%)   賛成      39.8 
反対         35.4   非常に反対    8.0 
 
「こんな広告は面白くない」 
非常に賛成   8.8(%)    賛成     20.4 
反対         53.1   非常に反対   17.1 
 
「中国語だけの広告の方がよく思える」 
非常に賛成  13.3(%)    賛成     31.9 
反対         46.9   非常に反対    8.0 
 
⇒全体的に MIXの広告に対するイメージはよ
い方が過半数である。 
 
[教師の MIX について] 
「先生は授業中に MIX を使うべきじゃない」 
非常に賛成  18.6(%)     賛成    24.8 
反対         46.0    非常に反対  10.6 
 
「先生は MIXを使った方が私たちは数学が分
りやすい」 
非常に賛成  10.6(%)  賛成      53.1 
反対         28.3  非常に反対    8,0 
 
「先生がもし英語に広東語を混ぜてくれた
らリラックスすると思う」 
非常に賛成  23.0(%)  賛成      46.0 
反対         26.5  非常に反対    4.4 
 
「先生が MIX を使うと英語が進歩しない」 
非常に賛成  10.6(%)  賛成      33.6 
反対         41.6   非常に反対  14,2 
 
⇒教師の MIX 使用に関しては、６～７割が肯
定的である。 
 
 広告はどちらかと言えば英語が混じって
いるほうがよく見える傾向があり、また授業
においても、英語を教育媒体とした中に広東
語が混じった方が理解しやすくリラックス
するという肯定的な評価が多かった。 
 かつては大学生が話すＵ記話は、「英語の
専門用語が多く入っていることば」として知
られ、一般社会とは違うアカデミックな世界
を感じさせることばとして羨望の対象でも



あったが、現在の香港において MIX は特別で
はなくごく普通の言語表現であることが分
かった。なかでも、「MIX は香港でのきわめて
普通の話し方である」に対して、 72.6%が「非
常に賛成」だと考えていることをよく認識す
べきだ。 
 
③ 言語使用 
「MIX」、「英語だけ」、「広東語だけ」の場

面による使い分けは、次のようになった。 
 
・広東語だけが多い場面（5 場面）： 
父親（に対して）、伯父や伯母、年上の隣人、 
買い物、銀行や郵便局 
・MIX が多い場面（9 場面）： 
母親、兄弟姉妹、学校の友達、いとこ、学校
以外の友達、映画やテレビ、授業、新聞や雑
誌、E メールや MSN 
・英語だけが多い場面（2場面）： 
授業と新聞雑誌、E メールや MSN 
・MIX が多い場面の順番： 
E メールや MSN、学校の友達、授業 
⇒全体的には、「MIX」が最も多い場面が９場
面であり、若い彼らにとって MIX がいかにご
く普通の話し方であるかがよくわかった。 
そして「広東語だけ」というのは、自分よ

りも年上の人々に対してである。 
 
 言語使用について主成分分析の結果： 
第 1 主成分(固有値:9.653, 寄与率:21.6,累
積寄与率:21.6)は 、すべての場面で広東語だ
けを使うことに関する言語行動、 
第 2 主成分(固有値:4.458, 寄与率:9.9,累積

寄与率:31.4)は、父、母、伯父伯母、いとこ、
年上の隣人、友人、銀行や郵便局で MIX を使
うことに関する言語行動、 
第 3 主成分(固有値:2.649, 寄与率:5.9,累積

寄与率:37.2)は、英語を年上の隣人に使わな
いが買い物、銀行や郵便局、映画の場面では
MIX を使うことに関する言語行動の傾向が読
み取れる。 
 従って全体的には、広東語を使う人は生活
のあらゆる場面で使用し、MIX を身近な生活
場面で使用する人、外の世界に限定して MIX
を使う人のパターンが考えられる。 
 
(3)言語教育に関して 
 小学校 1 回、中学校 2回訪問した。それぞ
れの授業をいくつか参観し、教師にカリキュ
ラムや指導法についてインタビューを行っ
た。雑誌論文(2)、(4)、学会発表(1)は、こ
の結果の一部である。雑誌論文(1),(5)はイ
ンタビューと文献による調査で、教育の現場
に関する現在の言語背景を把握したもので
ある。 
①返還前は英語を教育媒体とする英文中学
が 9 割であったが、返還後は全体の３割に制

限されるようになった 。 
②Target Oriented Curriculum (TOC)が推進
されている。TOC では、例えば「香港の観光
案内」の発表や、「ペットを飼うことが有害
かどうか」の討論というように、意味のある
コンテキストの中で、目的を持って英語を使
う方式の授業がなされている。教師は英語を
100%教育の媒体として、４技能を総合的に教
えている。 
③各学校に英語のネィティブスピーカーの
教師が一人ずつ配置されるようになった。 
④小学校、中学の時間割を見ると、英語の時
間数と、中国語（広東語）の時間数は 8～9
時限で、ほとんど同じ時間数を取っている。
返還前と異なるのは、普通話 が 2 時限導入
されたことである。 
⑤英語教師の資質を向上させるために英語
能力と指導力に関するベンチマークテスト
が導入されている。 
⑥しかし、保護者の中には、中文中学では子
供の英語学習が不十分だと懸念する者が多
い。香港の中では期待が持てないので、子供
の英語力をつけるために、オーストラリアな
ど比較的経済的な負担が軽い留学先を検討
する動きが見られる。 
⑦返還後中国人が大量に流入することは予
想されたが、同伴する中国人児童のために学
校や校舎の不足が大きな教育問題となった。 
 
（４）本研究によって得られた知見 
①MIX に関して 
本研究では、「MIX は香港でのきわめて普通

の話し方である」と認識された。従って、現
在の香港においてMIXはLuke(1998)のような
特別な用法ではなくごく普通のコミュニケ
ーション表現であると言える。Li(2002)によ
る日常的で自然なコミュニケーションの手
法としての分類の方が現代に相応しいと言
える。 

 
②言語態度に関して 
 英語は香港内、国際、ビジネス、そして将
来にわたっても、最も活力ある言語と考えら
れている。他方、広東語は香港内で英語と同
等、そしてメディア（テレビ）、学校、宗教
面で最も活力ある言語である。普通話は、国
際的と将来においては、広東語に優っている。 
 また、国内、国際社会、ビジネス社会とい
う公の世界での英語や普通話の重要性を認
識すると共にと、学校や宗教場面という身近
な場面での広東語の重要性を意識する者が
最も多いことが分かった。 
 MIX へのイメージは今や特別ではなく、広
告などに使われることに対しても好意的で
ある。また、授業においても英語の低下につ
ながるなどのマイナスイメージというより
は、リラックスできる、分りやすいというイ



メージが強いことが分かった。 
 言語使用に関しては広東語を使う人は生
活のあらゆる場面で使用し、MIX を身近な生
活場面で使用する人と、外の世界に限定して
MIX を使う人のパターンがうかがわれる。い
ずれにせよ、MIX は特別な言語行動ではなく
て、ごく日常的なコミュニケーションの手段
である。 
 
④ 言語教育の変化に関して 
返還前と現在と言語教育における最大の

変化は、英語を教育媒体とする英文中学が全
体の3割に限定されるようになったことであ
る。中国となった香港からできるだけイギリ
スの遺産は取り除かれなければならない。 
しかし国際ビジネスの拠点として社会的

繁栄を維持しなければならない香港では英
語能力は社会の死活問題である。だから、小
学校から国語（中国語）と同時間で行われて
きた英語教育は返還後も同様である。 
また、TOC やネィティブスピーカーの授業、

英語教師へのベンチマークテストなど、英語
教育の内容を充実させる努力が見られる。 

一方、英文中学を制限したことで、英語が
エリートのものに限定されている現実は否
めない。英文中学に進学できる者が社会の上
層で繁栄をリードし、中文中学の出身者は第
一線での活躍に後れをとっている。 
しかし、言語意識調査が示すように、中文

中学の生徒であっても、英語と広東語が混じ
った MIXを非常に身近なコミュニケーション
の表現であると認識していることが分かっ
た。今や、MIX は限られたエリートの傲慢な
言葉ではない。 
その他、返還後、中国標準語である普通話

が学校教育で小学校から週に２時限教えら
れるようになった。返還前には、返還後中国
の普通話が英語にとって代わるかと予想さ
れていた。具体的には、返還前の英語のよう
に、政府の公務などすべてが普通話になり、
大学に入るのに普通話の会話能力が試され
るようになるのかと思われていた。そして返
還後 10 年を経た現在、確かに普通話使用が
普及している。しかし英語ほどの地位は獲得
していないことが分かった。 
 
⑤さいごに 
 Li(2003)はMIXが香港独特のBilingualism 
であり Biculturalismの現れであると主張し
ている。例えば、香港の学界では教育現場に
おける MIX を批判して、学生と教師両方によ
る MIX を禁止する論調になる。しかし、発表
者が自説を述べようとするとき、広東語の中
に英語を入れざるをえない状況に陥り、聴衆
の失笑をかうことになるだろう(Li, 2002)。
すなわち、香港における MIX を否定するのは
もはや現実的ではない。MIX は言語接触の自

然な帰結であることを認識し、MIX の機能上
の有用性を考える方が発展的である 。 

Gibbons(1987)による「MIX は、新語創造の
過程にある」という主張は注目すべき知見で
ある。今や中国系でなくても、香港育ちの若
いインド系やパキスタン系の香港人なら、学
校教育で中華系と一緒に広東語を学んでい
るのでＭＩＸを理解することができると言
われている(Patri & Pennington, 1998)。MIX
は中国系だけでなく、香港人全体のものとな
りつつある。 
今後ＭＩＸが新しい言語体系として発展

するかは、非常に興味深い。社会における意
義と役割についてさらに研究を深めたいと
思っている。 
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